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「熊野のある小学校がヒノキを使って新築して話題になった
んですよ。でも見に行ったらウレタン塗装で、すごい臭いで」

「販売業者は売れればよかったんでしょう。さらにクレーム
が嫌だから、汚れが目立たず、メンテナンスしなくていいウ
レタン塗装にしたのかもしれません」 

「うちの製材所が倒産したのも、売れさえすればそれでいい
という姿勢だったから、木材がどう利用されるか考えてもみ
なかった。しかも売り先は限られてしまうから、どんなに高
級なものでも値段が上がらない。田舎の人って、すごくまじ
めにいいものをつくろうとするんだけど、相手任せで売って、
それで安いって文句言ってるだけで。価格は自分でちゃんと
決める。そして真面目につくっている人たちをきちんと応援
するような会社にしようと思ったんです」 

小川耕太郎
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「今の社会はすぐに結論や結果、効果が出ないといけないか
ら、速効性のあるものを求める。僕らは全く逆で、売れんで
も良いよ」 

福島徹

「ただ、それは賞味期限が短いし、醤油とは言わないと言わ
れたんですけど、美味いんだから売ろうと。反対もあったけ
ど、評判が良くて。これを食べてほしいから、売り方から考
えました。毎月10日しか来ない限定商品にしたわけです」

「お醤油にするには、仕込んで1年なりたってから、火入れを
する。菌を殺すんですよ。それではじめて醤油と言う。その
前の状態のもの(=きあげ)を僕はもらって、それを食べたらす
ごい香りが立ってて美味しかったんですよ。普通の醤油より
美味しいじゃないかと」













「やったらええんちゃう」

「若い人って、最初から大きく出過ぎるんよ。いきなり社会
を変えようみたいなところから入るから、何が問題なのか捉
えられずに、もう気持ちだけが空回りして終わっとるところ
が多いんよな。そうではなくて、目の前にあることを解決す
ることによって、それが広がって、結局社会が変わっていく
とか、大きくなっていくんよな。その一番小さなモデルをそ
れぞれがもたんかったらいかんと思うよな」

「一番価値のあることは、そこに何があるかということより
も、そこにどんな人が集まるか」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大南信也













「継続をしていく、ということがとても大事なポイントだと
思いますね。蓄積といいますかね。不動産のバブルというの
は蓄積にならないですから」

「でも考えようによると、キャンプ場も地べたに線をひいて、
日割りで場所を貸すわけです。そういうことになると、不動
産業と大して変わらないかなって気がしました」

「でも違ったんです。ぼくは何をしていたかというと、ずっ
と木ばかり植えていたんです」 

福島誠















「ここはわたしの理想の暮らしの場なんですね。その理想の
暮らしを世の中に問うてみたい、という気持ちでここを宿に
いたしました。ここに移り住んでからもう30年です」 

「お座敷に夫がくれた掛け軸があって。心想事成って書いて
あります。心に想う事が成ると書いて、心想事成なんですね。
だからよく、お金がないとか、才能がないとか言うけど、やっ
ぱり想う気持ちというかね。それが１番のエネルギーなんだ
と思っています」 

「どういう心持ちで人がそこに関わるかによって、その場の
パワーってものすごく引き出されてくるんです。そして私は
いつも足下の宝を活かして暮らしを楽しむって言うんですけ
ど。なにも離れたところに行かなくても、足下に宝がいっぱ
いあるんですよ」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松場登美













「けっこう自分自身は、面白いか、面白くねぇかで動いちゃ
う人なんで（笑）。まず動いて、壁にブチ当たって、じゃあ
どうやって回避しようかっていうパターン。嫌々やってね、
失敗するよりは、面白いなと思って失敗したほうが、ぜった
いラクだし、ずっと続くわけだし」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風間教司

「少しずつお客さんが増えてきて。席が足りなくなったら、
いくらか貯まったお金で材料を買って、また次の部屋を改装
して…　という感じで」








